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日
本
霊
異
記
の
訓
釈
に
つ
い
て

中

林

子

英

本
稿
で
は
日
本
霊
異
記
及
び
金
剛
船
若
経
集
験
記
に
於
け
る
訓
釈
の
比
較
研
究
の
一
端
を
前
者
を
中
心
に
考
え
て
い
き
た
い
。

序

説

一
一
六
話
か
ら
成
る
日
本
霊
異
記
は
現
在
そ
の
伝
本
と
し
て
、
興
福
寺
本
（
上
巻
の
み
）
高
野
本
（
上
中
下

あ
り
、
さ
れ
ど
脱
文
多
し
）
真
福
寺
寺
本
（
中
下
巻
の
み
、
但
し
、
中
巻
に
は
訓
釈
な
し
）
前
田
家
本
（
下
巻
の
み
）
の
四
種
が
あ
る
、
各
々
そ
の
奥
書
を
あ

奈
良
薬
師
寺
の
僧
景
戒
の
録
、
上
中
下
三
巻
、

げ
る
。

興
福
寺
本

と
さ
れ
て
い
る
。

高
野
本

真
福
寺
本

延
喜
四
年
五
月
十
九
日
午
時
許
写
己
畢
と
あ
る
が
、
異
論
あ
り
て
、
現
今
で
は
延
喜
四
年
の
写
本
を
写
し
た
本
で
大
体
平
安
時
代
中
期
の
も
の

建
保
弐
年
甲
成
六
月
七
日
酉
魁
計
書
写
。

と
れ
は
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
順
徳
天
皇
の
御
宇
に
あ
た
る
。

鎌
倉
期
の
古
写
本
で
あ
る
が
成
立
年
代
不
明
。
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分
は
欠
文
を
表
わ
す
）



嘉
禎
二
年
時
一
二
月
三
白
書
写
畢
＠

従
来
の
諸
研
究
を
み
る
に
極
く
一
二
の
も
の
を
除
い
て
、
巻
末
に
付
さ
れ
た
訓
釈
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
は
単
な
る
推
論
を
出
で
ず
、
景
戒
製
作
否
定
説
に
と

前
田
家
本

ど
ま
る
も
の
が
多
い
。

こ
こ
で
訓
釈
研
究
に
あ
た
っ
て
そ
の
資
料
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
今
日
一
般
に
入
手
し
や
す
い
も
の
と
し
て
朝
日
新
聞
社
刊
、
日
本
古
典
全
書
本
｜
｜
上

巻
は
興
福
寺
本
、
中
下
巻
、
真
福
寺
本
（
不
忍
文
庫
本
を
用
う
）
を
底
本
と
し
、
破
損
個
所
は
主
と
し
て
高
野
本
に
よ
っ
て
填
め
、
そ
れ
に
は
日
本
霊
異
記
致
証

を
用
い
て
い
る
。
校
本
日
本
霊
異
記
l
i

所
謂
械
斉
本
で
上
巻
は
高
野
本
を
底
本
と
し
、
中
下
巻
は
真
福
寺
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
る
も
の
ー
ー
と
が
あ
る

註
ー

が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
既
に
池
田
亀
鑑
博
士
の
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な
ど
と
く
、
一
見
し
て
高
野
本
、
真
福
寺
本
の
区
別
は
明
瞭
で
な
く
、
両
者
の
も
の
が

註
2

混
然
と
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
際
で
あ
り
、
更
に
械
斉
は
重
複
せ
る
も
の
な
ど
は
削
っ
て
い
る
な
ど
訓
釈
研
究
上
か
ら
は
ま
こ
に
不
都
合
な
乙
と
が
多
い
。

後
に
昭
和
十
八
年
明
世
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
校
本
日
本
霊
異
記
」
及
び
、
古
典
全
書
本
に
し
て
も
、
そ
の
点
で
は
同
じ
よ
う
な
乙
と
が
号
守
え
る
の
で
あ
る
。

乙
乙
で
は
便
宜
上
、
古
典
全
書
本
を
用
い
て
五
十
音
順
索
引
を
つ
く
り
、
下
欄
に
出
来
得
る
限
り
伝
本
別
の
分
類
を
試
み
た
。
そ
の
場
合
、
興
福
寺
本
に

註
3

は
、
明
世
堂
本
、
及
び
、
古
典
全
書
本
を
参
照
し
、
高
野
本
に
は
械
斉
校
本
を
は
じ
め
、
水
戸
彰
考
館
の
転
写
本
で
あ
る
松
浦
貞
俊
氏
蔵
本
、
東
京
大
学
図
書

註
4

註
5

館
蔵
本
、
無
窮
会
図
書
館
蔵
三
本
を
用
い
、
真
福
寺
本
は
原
本
見
る
乙
と
が
で
き
す
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
て
複
写
の
一
部
を
み
た
の
み
）
主
と
し
て
明

註
6

世
堂
本
に
依
り
、
械
斉
校
本
及
び
高
野
本
と
の
対
校
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
場
合
、
無
窮
会
図
書
館
蔵
「
霊
異
記
補
閥
」
「
日
本
霊
異
記
械
」
の
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二
書
が
、
中
下
巻
の
高
野
本
欠
文
の
部
文
の
み
を
挙
げ
、
校
勘
の
結
果
、
真
福
寺
本
系
の
面
影
を
伝
え
る
書
写
本
と
し
て
そ
の
復
原
に
あ
た
っ
て
得
る
と
こ
ろ

註
8

大
で
あ
っ
た
。
猶
、
械
斉
校
本
及
び
真
福
寺
本
、
不
忍
文
庫
本
の
聞
に
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
異
同
部
分
が
み
ら
れ
、
そ
の
面
か
ら

註
9

の
追
求
も
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
前
田
家
本
に
は
、
古
典
保
存
会
複
製
本
を
用
い
た
。

こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
比
較
対
校
表
の
一
部
を
参
考
ま
で
に
掲
示
す
る
に
と
ど
め
る
（
第
一
表
参
照
）
。

以
上
の
調
査
を
通
じ
て
、
如
何
な
る
問
題
が
提
示
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
第
一
は
語
葉
的
資
料
で
あ
り
、
第
二
は
語
法
的
、
文
体
的
資
料
、
第
三
は
音
韻
的
資
料
な
ど
で
あ
る
、
次
に
こ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
少
し
く
考
察
し
て
み
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れ
る
例
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｜行

ワ↓
ワ
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花
ウ
ル
ワ
シ

妹
子
留
和
シ

O
源
阿
和

0 
嚢
シイヒ
キヰ | 
テカ | 

• 
井

へ
｜
｜
↓
ヱ

統
須
恵
多
利

仮

名中27中序
高高

下18

真

円
。制

高
下30
真

遣
正
し
い
場
合

柄践蝦
江比ラ比慶
己縁曽須衣
キ米比

O
妹
子
留
ハ
シ

O
妹
有
留
者
之
久

妹
ウ
ル
ハ
シ

O
桓
阿
波

統
須
部
多
流

下14中 4下22
真高高

下18上20上20中27
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ハ
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前

ホ
l
i
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↓
ヲ

容
カ
ヲ

O
容
カ
ヲ

＠
ア
行
｜
l

↓
ワ
行

オ
l
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i
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涼
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脅
ヲ
ビ
エ
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タ
ロ
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イ
ル

損
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ヲ
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ソ
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下4
真
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な
ど
が
み
ら
れ
る
。

以
上
、
興
は
興
福
寺
本
、
真
は
真
福
寺
本
、
高
、
高
野
本
、
前
、
前
田
家
本
を
指
す
。
猶
O
印
は
筆
者
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
、
他
は
佐
藤
三
郎
氏
の
指
摘

し
て
お
ら
れ
先
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
一
読
す
る
に
、
真
仮
名
、
仮
名
、
稀
に
は
平
仮
名
を
有
し
雑
駁
を
極
め
て
い
る
。
厳
密
に
は
、
諸
本
別
に
問
題
の
検
討
が
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
管
見
に
入
り
し
も
の
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

前
述
、
語
法
の
な
か
に
「
織
比
曽
米
ヲ
縁
キ
制
高
」
を
挙
げ
て
お
い
た
が
、
乙
れ
は
奈
良
朝
に
多
く
見
ら
れ
た
「
ゆ
」
「
ら
ゆ
」
可
能
、
受
身
の
意
を
あ
ら

わ
す
助
動
詞
で
、

倭
須
羅
痩
麻
自
璃

美
流
爾
之
良
延
奴

（
紀
二
十
六
）

（
万
五
）

な
ど
、
平
安
朝
に
入
っ
て
か
ら
「
る
」
「
ら
る
」
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
渡
的
な
も
の
を
伝
え
、

が
固
定
せ
ず
に
い
る
こ
と
も
、
万
葉
集
、
宇
流
波
之
美
（
巻
三
O
）
古
事
記
、
中
巻
、
宇
流
波
志
美
に
見
ら
れ
る
。

設
日

の
区
別
に
つ
い
て
は
、
大
失
透
博
士
の
説
に
よ
る
と
、
両
者
は
延
喜
以
前
に
於
て
は
正
し
く
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
天
慶
前
後
よ
り
混
用

「
う
ら
め
し
み
」
な
ど
ア
行
四
段
動
詞
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ま
た
、
ェ
、
ィ
一

し
、
天
暦
若
く
は
天
禄
の
聞
に
全
く
混
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
永
観
二
年
丹
波
康
頼
が
奏
追
し
た
「
医
心
方
」
、
長
保
四
年
訓
真
の
「
法
華
義
疏
」
以
下
の

古
経
訓
点
に
は
全
く
そ
の
区
別
な
く
「
古
今
衣
延
弁
」
の
著
者
に
よ
る
と
、
回
目
泰
年
中
に
撰
せ
ら
れ
た
「
新
撰
字
鏡
」
に
は
正
し
く
区
別
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。

次
に
同
じ
く
高
野
本
中
に
存
す
る
二
様
の
表
記
、
カ
ホ
、
カ
ヲ
（
興
福
寺
本
に
は
加
保
）
で
あ
る
が
、
波
行
音
が
和
行
音
と
同
音
に
な
っ
た
の
は
平
安
朝
中

註
U

朝
以
前
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
な
り
初
め
は
か
な
り
古
く
、
万
葉
集
に
既
に
「
か
ほ
烏
」
を
「
呆
烏
」
と
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
ウ
ル
ハ
シ
」
「
ウ
ル
ワ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
西
大
寺
、
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
に
〔
彩
ウ
ル
ワ
シ
キ
〕
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
で
は
〔
美
・
麗
〕
に

同
仮
名
新
撰
字
鏡
に
門
燈
・
瑳
・
埠
・
媛
〕
を
和
と
し
、
後
の
類
衆
名
義
抄
、
伊
目
波
字
類
抄
で
は
〔
ハ
〕
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た

長
保
四
年
の
「
法
華
義
疏
」
に
は
、
ア
行
と
ワ
行
、

ハ
行
と
ワ
行
の
混
同
が
み
ら
れ
、
ア
行
と
ハ
行
の
混
用
は
一
条
天
皇
の
頃
か
ら
の
よ
う
で
あ
り
、
平
安

〔
小
妹
オ
ト
イ
モ
ウ
ト
可
〔
妹
イ
モ
フ
ト
〕
の
如
く
両
様
に
表
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
乙
の
頃
区
別
は
無

朝
末
期
の
編
纂
と
さ
れ
て
い
る
類
衆
名
義
抄
に
は
、



く
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

諸
本
中
表
記
の
誤
り
も
少
な
く
、
用
字
法
で
も
一
番
原
形
に
近
い
姿
を
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
興
福
寺
本
、
日
一
に
〔
踊

こ
れ
は
、
国
語
に
な
い
漢
語
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
古
く
は
、
日
本
書
紀
、
神
代
上
に
門
倶
械
簸
遅
遅
箇
須
〕
後
の
類
衆
名
義
抄
に
は
〔
踊
化
ル

久
恵
〕
な
る
語
が
あ
る
が

u 

と
あ
り
、
第
一
期
（
奈
良
朝
を
下
限
と
す
る
各
時
代
）
ま
で
は
ま
だ
外
国
音
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
朝
以
後
国
語
の
音
に
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
鎌
倉

註
日

時
代
以
後
、
乙
れ
ら
は
漸
次
、
キ
・
ケ
・
ギ
・
ゲ
等
に
変
じ
て
い
っ
た
。

次
に
一
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、

暫
爾
シ
一
が
良
久
乃
神
真
福
寺
本

シ
ゲ
フ
ク
ノ
時
前
田
家
本
（
傍
注
）

註
U
0
0

の
二
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
春
日
政
治
博
士
は
「
シ
ハ
ラ
ク
」
よ
り
「
シ
マ
ラ
ク
」
の
方
が
古
い
よ
う
で
、
古
く
は
万
葉
集
に
は
「
之
麻
士
山
」
「
之
末
之

久
」
「
思
麻
良
久
」
と
あ
り
、
暫
を
シ
パ
ラ
ク
と
読
ん
で
よ
い
と
い
う
確
実
な
証
は
見
出
し
難
い
と
さ
れ
、
古
点
物
も
早
い
時
代
の
は
皆
シ
マ
ラ
ク
で
あ
っ

て
、
願
経
四
分
律
古
点
の
シ
マ
ラ
ク
（
小
）
金
剛
般
若
経
集
験
記
古
点
の
シ
マ
ラ
ノ
ア
ヒ
ダ
（
頃
）
シ
マ
ダ
モ
（
少
）
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
の
シ
マ
ラ
（
小
・

且
〉
シ
マ
（
ラ
）
ク
（
小
）
な
ど
皆
是
で
あ
る
が
、
小
川
本
大
乗
掌
玲
論
天
暦
点
の
「
シ
パ
ラ
ク
」
（
少
）
、
石
山
寺
本
法
華
経
玄
賛
古
点
（
天
暦
頃
）
の
「
シ

註
お

パ
ラ
ク
」
（
乍
）
よ
り
古
形
を
と
ど
め
て
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

- 63 ー

「
慶
長
二
年
に
書
写
さ
れ
た
玉
塵
に
は
、
渦
を
ウ
ヅ
・
ウ
ヅ
と
両
様

註
珂

に
表
記
し
て
い
る
こ
と
、
ザ
行
と
ダ
行
の
区
別
は
鎌
倉
時
代
ま
で
憤
然
と
行
わ
れ
て
お
り
之
が
全
く
混
乱
し
た
の
は
近
世
の
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る

ま
た
高
野
本
に
み
ら
れ
る
ヅ
・
ズ
の
混
乱
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
吉
沢
義
則
博
士
は
、

が
、
既
に
そ
れ
よ
り
三
百
数
十
年
を
遡
る
建
保
弐
年
の
書
写
本
な
る
高
野
本
に
於
て
こ
の
こ
と
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註
げ

こ
れ
ら
の
音
便
の
現
わ
れ
る
の
は
長
保
四
年
、
法
華
義
疏
以
後
、
源
氏
物
語
の
頃
か
ら
と
さ
れ
て
い

る
。
前
掲
、
促
音
便
の
例
で
あ
る
が
、
成
立
年
代
不
明
の
、
鎌
倉
期
の
書
写
本
と
さ
れ
る
真
福
寺
本
に
は
、
二
例
あ
り
、
巻
下
一
に
〔
伐
〕
は
、
真
福
寺
本
に

同
じ
く
高
野
本
に
み
ら
れ
る
音
便
の
存
在
で
あ
る
が
、

は
〔
支
天
〕
、
三
一
四
年
書
写
の
高
野
本
に
は
〔
幾
里
氏
一
〕
と
あ
る
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
極
く
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
の
資
料
で
は
、
諸

本
に
付
さ
れ
た
訓
釈
の
伝
承
過
程
に
於
け
る
変
容
な
ど
の
手
が
か
り
に
は
な
り
得
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
原
則
訓
釈
の
成
立
年
代
及
び
作
者
を
云
々
出
来
得
る



よ
う
な
強
力
な
例
証
と
は
な
ら
な
い
。
諸
本
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
同
一
線
上
で
の
多
く
・
の
比
較
研
究
の
不
可
能
な
い
ま
、
こ
こ
か
ら
普
遍
的
な
解
答
は
不
可
能

な
乙
と
で
あ
ろ
う
。

諸
本
の
系
統

一
律
に
比
較
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
が
、
先
の
調
査
か
ら
興
福
寺
本
に
は
そ
の
誤
っ
た
例
は
一
つ

も
な
く
、
語
棄
に
於
て
も
比
較
的
時
代
の
古
い
も
の
｜
｜
表
記
・
内
容
と
も
に
ー
ー
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
真
福
寺
本
、
高
野
本
は
い
ず
れ
も
正
誤
両
様
を
合

諸
本
と
も
残
存
巻
数
が
区
々
で
あ
る
し

ん
で
お
り
、
前
田
家
本
は
他
本
に
比
べ
て
l
l

形
式
的
に
は
古
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
得
る
に
し
て
も
、
表
記
上
｜
｜
一
番
年
代
の
新
し
い
も
の
と

言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

H
 興
福
寺
本
と
高
野
本
と
の
比
較

上
巻
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1 

語
葉
に
か
な
の
出
入
り
が
あ
る
。

2 

語
葉
の
順
序
が
一
致
し
て
い
な
い
。

3 

同
訓
の
場
合

的
興
福
寺
本
及
び
高
野
本
と
も
に
同
真
仮
名
表
記
の
例

去
之

止
支

左
支

比
々
支
波

不日

保
由

乎
佐

乎
見
奈
波
爾
加
美
（
宿
也
）

須
万
之
・
ス
マ
シ

同
興
福
寺
本
は
真
仮
名
。
高
野
本
は
片
仮
名
表
記
の
例
。

曽
去
奈
不
爾
・
ソ
コ
ナ
ウ
ニ

都
久
・
ツ
ク

曽
繭
見
・
ソ
ネ
ミ

都
太
不
・
ツ
タ
フ

爾
良
牟
・
ニ
ラ
ム

繭
可
波
久
波
・
子
カ
ハ

ク

太
万
左
加
爾
・
タ
マ
サ
カ
ニ

乃
曽
支
天
・
ノ
ソ
キ
テ

知
夫
佐
・
チ
フ
サ

古
比
・
コ
ヒ

己
乃
己
呂
・
コ
ノ
コ
ロ

加
与
比
・
カ
ヨ
ヒ

左
加

之
久
・
ザ
カ
シ
ク
久
須
乃
支
・
ク
ス
ノ
キ

左
々
介
天
・
サ
、
ヶ
テ

久
奈
可
比
・
ク
ナ
カ
ヒ

之
乃
支
・
シ
ノ
キ

之
乃
波
之
牟
・
シ
ノ
ハ
シ
ム

須

比
・
ス
ヒ

古
佐
女
・
コ
サ
メ

須
爾
・
ス
ニ

須
曽
・
ス
ソ

技
左
万
利
天
・
ハ
サ
マ
リ
テ

美
佐
乎
・
ミ
サ
ヲ

波
牟
与
利
毛
・
ハ
ム
ヨ
リ
モ
不
美



フ
ミ

弥
天
久
良
・
ミ
テ
ク
ラ
保
礼
天
・
ホ
レ
テ

和
良
不
己
止
・
ワ
ラ
ウ
コ
ト

比
曽
加
爾
之
天
・
ヒ
ソ
カ
ニ
シ
テ
保
乃
加
爾
・
ホ
ノ
か
ニ
万
左
加
利
・
マ
サ
カ
リ

米
見
須

－
メ
ミ
ス

判
興
福
寺
本
、
高
野
本
と
も
に
訓
み
は
同
じ
で
あ
る
が
そ
の
表
記
の
異
る
例
。

左
女
・
左
米

数
支
・
須
支

踊
天
・
禰
豆

布
止
・
不
止

呆
牟
・
保
牟

捕
太
美
・
禰
多
三

禰
太
見
・
禰
多
三

三
佐
乎
・
弥
佐
乎

知
末
太
・
知

万
太

牟
我
去
備
・
牟
加
之
比

乎
佐
米
多
比
之
・
乎
佐
女
多
比
之

乙
h

爾
・
去
々
爾

波
良
は
ふ
・
波
良
波
不

止
比
止
奈
る
・
止
比
止
奈
流

保
ス
・
保
負

ミ
止
利
古
・
弥
止
利
古

支
毛
伊
・
肺
伊

加
へ
利
見
・
カ

ヘ
リ
ミ

佐
波
爾
・
佐
ハ
爾

須
不
与
利
毛
・
須
不
与
リ
毛

太
万
支
乃
・
タ
マ
支
乃

津
支
波
万
頁
・
ツ
支
ハ
マ
ス

津
る
へ
ヲ
・
ツ
ル
へ
乎

止
之
・
万
シ

奈
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見
ツ
文
乃
・
奈
弥
ツ
紀
乃

ぬ
比
乃
・
ヌ
比
乃

奈
ツ
文
・
奈
ツ
岐

爾
之
・
爾
シ

爾
乙
・
爾
古

不
万
ル
・
フ
マ
ル

比
奈
乃
古
爾

比
ナ
ノ
コ
爾

波
ツ
利
天
・
波
ツ
リ
天

米
ツ
良
之
久
・
女
ツ
ラ
シ
ク

米
加
利
宇
都
・
女
カ
リ
ウ
ツ

ヤ
見
奴
・
ヤ
ミ
ヌ

ヤ
走
己
止
・
也
元
コ
卜

由
加
ミ
天
・
ユ
カ

、
、
、
－
ア

4 

訓
み
表
記
と
も
に
異
る
も
の

安
之
・
乎
利

加
介
利
ぬ
・
加
介
利
伊
久

可
太
乃
ゐ
・
カ
タ
キ

加
保
・
加
ホ

宇
へ
奈
利
・
加
へ
奈
利

口
乎
礼
利
・
カ
へ
レ
リ

可
美
止
郡
乃
支
・

可
美
止
支
乃

久
毛
流
・
ク
モ
リ

久
礼
仁
之
・
久
々
爾
之

久
爾
・
久
爾
乎
師
ス

己
々
邑
美
・
コ
h

ロ
ミ
ニ

佐
僻
・
佐
比

太
乎
禰
天
・
タ
ク
ミ
テ

太
比
伊
之
な
利
・
タ
ヒ
イ
シ

太
々
波
之
・
夕
、A
波
シ
ク

太
不
流
・
太
布
礼
ぬ

ツ
支
己
毛
利
・
ツ
コ
モ
リ

止
毛
之
比
乎
・
止
毛
之
比
波

止
利
比
太

介－支
止ツ

ハ止
タ利
リ比
テ多
支
利

奈
波
世
比
・
奈
波
世
美

禰
支
・
ネ
シ

乃
目
比
天
・
乃
呂
不

波
皮
り
ぬ
・
波
不
利

波
介
太
・
皮
加
之
豆

破
多
牟
天
利
天

保
可
比
々
止
・
保
甘
比
止

万
ネ
比
・
万
爾
比

儒
頁
・
マ
ク
ル

未
佐
奈
留
己
止
乎
・
万
茶
荒
去
止
乎
見
己
之
・
コ
シ

見
可
止



爾
・
弥
加
止

毛
都
・
ニ
モ
ツ

恵
礼
流
・
恵
リ

（
士
山
々
巴
津
古
支
之
・
去
、
〉
ロ
ウ
古
支
也

牟
我
之
久
母
・
ヲ
カ
シ
ク
モ

1
2

は
H
に
同
じ

真
福
寺
本
と
高
野
本
と
の
比
較

仲3 

同
訓
の
場
合

υ
n
 

久
也

太
乃
己
比

ウ
ツ
ク
マ
リ
ヲ
リ

（ロ）意
可
留
可
・
イ
カ
ル
カ

波
奈
知
天
・
ハ
ナ
チ
テ

ア
シ
ナ
ヘ
・
阿
志
那
倍

ヤ守皮
比
夜
・
川
崎
比
夜

夜

乎

フ
ミ

タ
カ
ヒ
ニ

衣
比
須
・
エ
ヒ
ス

比
々
留
・
ヒ
〉
ル

タ
テ
・
田
手

意
東
那
三
・
伊
止
那
見

毛
乃
々
可
比
乎
・
母
乃
々
カ
比
毛
万
良
奈
之
天
波
リ
天
・
毛
ト
ロ
カ
シ
テ
恵
利
天
・
ヱ

太
々
加
不
・
打
也

タ
ッ
ク
ル
ヲ

タ
ツ
子

可
比
那
・
カ
ヒ
ナ

ト
ホ
シ
テ

止
保
之
忌

可
支
天
・
可
岐
底

不
エ
乃
名
曽
・
フ
エ
ノ
名
也
）

タ
マ
ノ
ス
タ
レ

知
可
比
天
・
チ
カ
ヒ
テ

オ
ト
ロ
・
於
止
呂

皮
々
木
・
波
々
支

ヒ
サ
シ
ク多

千
意
左
与
比
天
・
タ
チ
イ
サ
ヨ
ヒ
テ

知
末
多
・
チ
マ
タ

ナ
ハ
・
奈
波

フ
キ
・
不
岐

キ
リ
・
木
里

ヤ
・
耶

可
里
豆
乎
・
可
里
民
乎

此
木
比
止
・
此
岐
比
土
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シ
母
止
・
志
母
止

手
奈
へ
・
手
奈
幣

可
々
末
リ
那
可
良
・
カ
ぐ
マ
リ
ナ
カ
ラ

止
乎
ア
・
ア
ト
ヲ

メ
ク
ミ
テ

4 
阿
不日。司II

み
阿表
技。記

と
も
i乙
異
る
も
の

フ
ル
ヒ
・
不
要
比
忌

加
多
口
那

伊
止
・
伊
太

乃
曽
支
天
・
ノ
ソ
ミ
テ

ム
カ
波
支
・
ム
カ
ハ
キ

加
不
留
ニ
・
カ
フ
ル

ム
世
カ
爾
・
牟
世
可
爾

サ
カ
リ
ナ
リ
・
左
カ
リ
ナ
リ
シ

安
左
ラ
カ
セ
爾
シ
テ
・
悪
左
良
可
爾
之
豆

卜
ヒ
ナ
シ
リ
・
カ
比
那
自
里

毛
乃
々
可
比
乎
・
モ
ノ
〉
ア
タ
ヒ
ヲ

イ
ツ
ク
シ
ク

シ
テ
・
伊
豆
久
之
ヒ

シ
ナ
タ
リ
ク
ホ
・
臼
保

ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ク
・
ミ
タ
レ
カ
ハ
シ
ク

止
加
・
止
阿

爾
・
余
が

皮
比
也
子
・
波
也
比
死

志
師
保
那
可
良

骨

真
福
寺
本
と
前
田
家
本
と
の
比
較

1
2

は
H
叫
刊
に
同
じ
。

3 

同
訓
の
場
合
、

付）於
支
比

川
比
爾

ク
ヒ
セ

ク
ル
ヒ
テ

（ロ）可
比
古
・
カ
ヒ
コ

マ
ラ
・
口
保

ヲ
ミ
ナ
ノ
・
ヲ
ウ
ナ
ノ

波
也
句
・
忽

波
礼
多
留
己
ト
・
古
被
太
礼
留
支
土

ヤ
ノ
〉
キ
・
ヤ
乃
〉
岐

支
天
・
幾
里
民

ソ
〉
キ
テ
・
ス
〉
支
忌

女
ク
ミ
テ
・

加
多
奈
和
・

シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
・
（
惣
家
）
上
川 那
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遠
斯
賀
・
乎
之
加

可
礼
意
比
・
可
礼
伊
比

左
小
天
・
佐
介
天

可
ミ
那
支
・
加
美
奈
岐

4 

訓
み
表
記
と
も
に
異
る
場
合

知
加
良
豆
玖
乃
比
春
・
知
加
良
川
久
乃
比

須
恵
多
利
・
須
部
多
流

那
爾
・
ナ
ソ
ノ

奈
良
比
天
・
ナ
ラ
フ
テ

都
文
・
都
波

世
満
三
持
・
阿
可
珊
皮

手リ

糸
土
・
麻
利

移
都
イ
ツ
ク
・
伊
都
久

干
波
良
・
干
波
宇

カ
ナ
・
可
支

爾
介
可
無

可
云

己
之
羅
許
曾
・
己
々
良
志
波
曾
ア
サ
ラ
ケ
キ
・

ア
サ
ヤ
カ
ナ
ル

ウ
ス
ク
マ
リ
・
ウ
ス
ク
マ
ル

波
羅
多
留
己
ト
・
ハ
レ
テ

日
久
多
・
女
ク
ビ
天

夜
須
満
須
・
ヤ
ス
マ
リ

ト
ヒ
ナ
シ
リ
・
ア
ヒ
奈
シ

カ
シ
カ
サ
ル
ニ
・
加
志
ム
止
流

シ
ナ
タ
リ
ク
ホ
・
久
保
牟

那
口
三
・
師
自
夏
牟
之

須
名
皮
三
元
・
夜
々
母
須
礼
被

止
比
奈
留
・
止
比
実
留
可

那
（
哀
也
・
イ
タ
ミ

難
也
・
那
介
支

見
也
・
ミ
ル

打
・
ウ
チ
シ

打
也
・
ウ
テ
）
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（
同
悼
の
分
類
に
つ
い
て
は
け
の
例
を
参
照
さ
れ
た
し
。
）

註
国

以
上
、
両
者
共
通
に
在
る
も
の
の
み
を
と
り
あ
げ
た
。
猶
、
繁
雑
を
避
け
る
た
め
、
巻
数
、
原
字
は
省
略
し
た
。
詳
し
く
は
別
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

次
に
、
上
巻
及
び
下
巻
に
於
け
る
別
種
二
本
聞
の
異
聞
に
つ
い
て
記
せ
ば
（
但
し
、
高
野
本
欠
文
の
部
分
は
そ
の
対
象
と
し
な
い
）
。

上

巻

。

高
野
本
に
の
み
存
す
る
も
の

穿
峨
難
也
愈
一
一
伊
由
る
乙
止

（
二
例
）

。

姥勝
上18 上9 興
お安福
保可寺
は利本
天に
疎の
上19 穿み
お上5 存
呂宇す
曽加る
可々も
爾不の

舷奪
上5 上9
可有
々は
也不
久生

知
構上18
様有
上31 末
加礼
乙奈
ふ加

良
主
上31 漁
加夫
止上11
良魚
之取
女男

柄逼
上3上15
加お
良比

須
狼加
上30 之
加天
利
天駈
上21

載お
上17 比
支ツ
利加
天ふ

翁

Mお
保
知

釘
山
一
久
支

扱



}
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ど
久
牟
謁
ぷ
久
毛
利
晩
ぶ
久
礼
踊
上
久
恵

、
a
7
0
0
0
0

、
7

必
左
頁
醒
』
左
克
猿H一
佐
留
角
膝
必
須
可
ネ

鰐
以
・
奈
加
天
夫
ぷ
奈
加
奈
波
爾
奈
利
ぬ
る
乙
と

2

0

3

 

棲
以
比
止
加
之
良
被
ぶ
不
須
万
善
蓋
ぶ
不
太

n

y

o

o

 

流
己
止
藤
戻
以
毛
止
利
天
催
ぷ
毛
与
保
之
天

（
六
十
三
例
）

2
h
p

・3

畜
』
介
毛
乃
爾
挙
封
去
受
U
J乙
〉
爾

A
U
A
υ
p
o
 

鞭
3

須
は
ゑ
迫

2

世
め
添
1

曽
布

上
上

4

F

5

 

寝
ぷ
珊
太
利
食
封
一
珊
口
去
呑
ぶ
乃
口

－
〉
－
》
戸

h
d

堀
ぷ
呆
利
罷
U
J寓
可
利
諒
ぷ
ロ
己
止
爾

P
O
A

り

A
U

愈
』
ヤ
須
牟
己
止
償
却
也
良
比
慎
ぷ
由
女

故

M己
止
左
良
二
此
項
封
乙
乃
乙
日
鋒
必
左
支

月i

轍
民
太
や
須
久
拍
ぷ
天
乎
知
丘
多
牟
良
止
之
テ

、
F
o
o
t
A

唱
よ

罵
ぷ
乃
利
刃
ぷ
歯
袴
日
以
波
加
末
機
以
比
太
々
輯

聾
封
見
々
之
北
太
留
運
幻
米
久
流
黙
一
然
脱
毛
太
安

ハ
U脇

ぷ
和
支
童
日
以
和
ら
は
奈
利
斧
ぷ
平
乃

指

巻

下

付
高
野
本
と
真
福
寺
本
と
の
比
較

高
野
本
に
の
み
存
す
る
も
の

。
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ナ
シ真

福
寺
本
に
の
み
存
す
る
も
の

F
D

、
，

債
冷
禍
吾
万
繭
皮
次
去
カ
止
梓
諮
伊
可
多
柄
引
字
太
礼
天

F

D

F

D

 

カ

m
Z
N多々
与
比
天
傭
債
初
知
加
良
一
旦
玖
乃
比
春
業
判
ツ
支

に
d
l
L

賑
門
戸
女
久
ヒ
天
続
下
比
多
太
（
十
九
例
）

前
田
家
本
と
真
福
寺
本
と
の
比
較

前
田
家
に
の
み
存
す
る
も
の
（
醐

y
k見
）

q
δ
 

喋
判
伊
知
之
呂
之

。

月巴
地下16

1七24 ヲ
戸
牟
良曝
下1
サ

典リ
丁テ
下24
マ黙
Jc 下22
礼シ
留女

天

煙
室下36
下25 ケ
川フ
此リ
爾

曳
下9 脊
乃下18
へセ
那

鎌
井下1
下23 ク
ツサ
ハリ
ト

付。

真
福
寺
本
の
み
存
す
る
も
の

。



5

3

5

1

8

8

4

1

 

行
一
円
安
留
支
梓
椴
官
伊
可
多
灼
然
一

N
移
知
シ
ル
ク
太
初
伊
止
往
古
利
イ
ニ
シ
へ
賞
命
判
干
加
礼
牟
昧
初
有
太
比
膿
判
ウ
ミ
シ
ル
擁
判
可

先
U
Q
u
q
u

ヴ
’

a
u

ワ
白
氏

U
R
U
Q
U

．

支
隈
判
加
シ
ヒ
シ
也
管
初
日
貨
悲
難
庇
判
キ
ス
ヲ
ハ
陳
初
九
左
託
利
久
流
比
夫
呉
利
久
礼
煙
初
ケ
フ
リ
層
判
古
之
懸
羽
左
加
礼
留
ソ

7

9

7

4

8

0

8

2

 

陶
3

佐
介
元
峨
暗
3

左
ノ
晦

2

都
支
己
毛
利
乃
嵯

3

ナ
ケ
キ
テ
嵯

3

難
祁
支
手
営
農
3

ナ
j
、
ヒ
ヲ
ノ

F
3

爾
久
見
恕

3

判
加
利
豆
周
行

下
ァ
下
下
下
下

l

ノ
ァ

4

下

n
u
p
o
n
3
d

且z
n
3
n
y

一
日
女
具
利
安
留
支
三
村
夜
左
斯
席
判
ム
シ
ロ
債
初
皮
多
流
胎
利
博
羅
無
播
判
保
度
許
須
美
利
保
三
遠
随
判
満
爾
寓
爾
肥
判
不
久
礼
夫

n
3
0
0
n
v
a
U

司d

下
下

B

’

i

下

判
不
須
閉
差
別
夜
須
美
天
嬢

3

遠
三
難
食

3

平
市
志
（
欠
2

宿
也
）
（
四
O
例
）
）
印
及
び
、
傍
。
点
は
筆
者

脹

右
（

以
上
、
上
巻
、
興
福
寺
本
の
高
野
本
に
対
す
る
、
下
巻
、
真
福
寺
本
の
高
野
本
に
比
し
て
、
ま
た
、
真
福
寺
本
の
前
田
家
本
に
対
す
る
を
見
る
に
、
興
福
寺

本
、
真
福
寺
本
と
も
に
高
野
本
の
訓
釈
に
較
べ
造
か
に
詳
細
し
い
乙
と
。
お
し
い
乙
と
に
は
興
福
寺
本
対
真
福
寺
本
の
比
較
が
乙
乙
で
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ

る
。立

ち
返
っ
て
付
に
見
ら
れ
る
相
互
の
比
較
か
ら
、
上
巻
に
就
い
て
一
言
す
れ
ば
、
両
者
聞
に
深
い
関
係
の
在
る
と
と
。
殊
に
仰
は
古
形
を
留
め
て
い
る
例
で
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あ
ろ
う
し
、
同
は
真
仮
名
か
ら
片
仮
名
へ
の
移
動
刊
に
於
け
る
表
記
上
の
相
違
｜
｜
こ
れ
ら
を
い
ま
流
伝
の
際
に
生
じ
た
変
容
！
｜
極
言
す
る
な
ら
同
一
系
統

の
も
の
と
し
て
想
定
す
る
と
き
に
、
的
の
例
は
如
何
に
解
し
得
ょ
う
か
。
乙
れ
は
同
じ
く
、
悼
の
ω
、
真
福
寺
本
の
高
野
本
、
悼
の
仙
問
、
前
田
家
本
の
真
福
寺

本
に
つ
い
て
も
言
え
る
と
と
で
あ
る
。

乙
れ
ら
を
通
じ
て
幾
つ
か
の
場
合
が
想
像
さ
れ
得
る
。

語
葉
に
於
て
も
、
比
較
的
混
乱
の
少
い
点
で
も
古
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
興
福
寺
本
及
び
そ
の
同
一
系
統
の
一
本
が
原
型
に
近
い
も
の
で
あ
り
、

他
伝
本
の
筆
録
者
等
は
任
意
に
そ
れ
に
取
捨
選
択
を
加
え
た
と
と
。

ま
た
は
、
諸
本
間
共
通
の
も
の
の
み
が
古
い
形
で
あ
り
、
他
は
後
に
書
き
加
え
ら
れ
、
或
は
書
き
か
え
ら
れ
た
も
の
。

私
は
、
割
註
及
び
傍
註
を
有
す
る
所
謂
現
在
前
田
家
本
が
位
置
及
び
形
態
の
面
か
ら
も
原
型
に
近
い
姿
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
も
の

で
あ
り
｜
｜
霊
異
記
の
亜
流
と
見
ら
れ
る
日
本
感
霊
録
が
こ
の
よ
う
な
体
裁
を
と
っ
て
い
る
乙
と
も
一
つ
の
暗
与
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
｜
ー
そ
の

よ
う
な
仮
定
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
量
に
於
て
も
他
三
本
よ
り
造
に
少
い
乙
と
が
予
想
さ
れ
、
他
本
は
後
に
輪
読
の
折
な
ど
に
｜
｜
助
調
や
助
動
詞
を



も
含
む
と
と
か
ら
！
｜
加
註
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
乙
れ
ら
は
後
人
が
意
の
お
も
む
く
ま
ま
に
付
せ
る
数
本
が
偶
々
残
存
す
る
と
解
す
る
に
は
あ
ま
り
に
共
通
性
の
濃
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
時
を
異

に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
も
い
の
ま
ま
に
な
っ
た
「
石
山
寺
本
金
剛
般
若
経
集
験
記
」
及
び
「
日
光
輪
王
寺
蔵
本
」
に
於
け
る
訓
釈
よ
り
も
乙
乙
に
は
一
層
秩

序
だ
っ
た
意
図
さ
れ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
様
な
も
の
が
、
後
に
形
式
上
音
義
も
の
の
影
響
を
受
け
て
、
現
位
置
に
整
理
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

古
辞
書
と
の
関
係

註
四

乙
乙
に
古
辞
書
と
称
す
る
の
は
、
我
が
国
辞
書
発
生
以
来
、
室
町
末
期
慶
長
以
前
ま
で
の
約
九
百
年
間
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
の
総
称
で
あ
り
、

乙
乙
で
は
、

主
と
し
て
「
新
撰
字
鏡
」
「
和
名
類
衆
抄
」
「
類
衆
名
義
抄
」
「
伊
目
波
字
類
抄
」
を
中
心
に
霊
異
記
の
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
並
び
に
諸
辞
書
の
典
拠
を
め

ぐ
り
、
さ
ら
に
は
霊
異
記
訓
釈
、
諸
本
閣
の
成
立
に
触
れ
る
と
と
が
で
き
た
ら
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

註
却

辞
書
に
つ
い
て
の
個
々
の
解
説
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
の
論
述
に
あ
た
っ
て
は
倭
名
類
衆
抄
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。
乙
れ
は
倭
名
類
衆
抄
自

先
行
資
料
を
集
大
成
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
後
の
辞
書
類
に
与
え
た
影
響
の
極
め
て
大
で
あ
る
と
い
う
内
在
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
-71 ー

体る
。
ま
た
本
書
に
は
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
が
あ
り
、
前
者
は
械
斎
が
筆
注
に
際
し
て
用
い
た
も
の
で
、
後
者
は
そ
の
増
補
本
と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
霊
異

記
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
き
、
両
者
の
詳
細
な
考
証
は
必
要
で
は
な
く
、
増
補
部
分
は
一
応
保
留
に
し
て
お
い
て
差
支
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
乙
乙
で
は

十
巻
本
に
よ
っ
た
。

類
衆
名
義
抄
は
観
智
院
本
を
用
い
た
が
、

乙
乙
で
は
そ
の
出
典
を
明
記
し
て
い
る
所
謂
図
書
寮
本
ー
ー
ー
「
法
部
」
前
半
の
残
閥
一
帖
の
み
ー
ー
の
部
分
に
限

つ
て
の
調
査
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

色
葉
字
類
抄
は
、
こ
と
ば
か
ら
、
乙
れ
に
宛
る
漢
字
を
求
め
る
辞
書
で
、
語
は
漢
字
で
示
し
、
下
に
訓
ま
た
は
音
を
片
仮
名
で
記
し
聞
に
解
釈
を
付
し
て
い

る
。
音
引
の
基
準
と
し
て
「
い
ろ
は
」
別
を
採
用
し
た
の
は
、
国
語
辞
書
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
は
「
兎
墓
ハ
カ
ナ
シ
」
「
甲
斐
カ
ヒ
ナ

シ
」
「
為
排
テ
イ
タ
ラ
ク
」
「
本
自
モ
ト
ヨ
リ
」
等
の
語
を
所
収
し
て
い
る
。
と
れ
に
つ
い
て
川
瀬
氏
は
、

「
乙
れ
等
は
平
安
末
期
以
来
日
記
記
録
文
体
並
び



に
候
文
体
の
消
息
文
の
発
達
に
従
っ
て
次
第
に
世
に
弘
通
す
る
に
至
っ
た
国
語
の
漢
字
表
記
と
し
て
そ
の
常
用
の
分
を
所
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
乙
の

種
の
語
葉
は
後
の
室
町
時
代
の
通
俗
辞
書
に
最
も
多
く
所
収
せ
ら
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
源
流
は
色
葉
字
類
抄
に
発
し
て
い
る
」
（
論
調
持
頁
）
と

な説
ど憩愈囚履啄謁か
、ハイ万ヤ波止フマツ万ッれ
否スコ受ス情良マス支ツカて
定 ，）レ ハフへい
の スる

が
ま中21 中5 中1 上12 上9 上4 、
たそ
は昼不｜被為彼比れ
受夜愈（囚｜人雛頃以
身不｜ 執｜帯望不！前
の憩！ 所l 之謁｜の
文 魁｜驚姿
字 恐の
な不i ー
く啄｜端
しを
て語
そる
れも
との
読と
まし
して
て霊

異
る記

の
群
を
本
文
に
7こ
ど
っ

て
見
る
と

そ
れ
ぞ
れ

否
定

戸Z
Jζ 

身
の
文
字
を
伴
’っ

て

る
も
の
が
あ
る
。
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源
順
が
和
名
類
来
抄
編
纂
に
あ
た
り
霊
異
記
を
見
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
l
l

直
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ

る
と
し
て
も
ー
ー
ま
た
後
の
類
衆
名
義
抄
が
霊
異
記
に
関
係
の
あ
る
も
の
だ
け
か
ら
も
、
可
成
り
倭
名
抄
を
参
照
し
て
い
た
乙
と
は
確
た
る
事
実
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
そ
の
程
度
は
ど
の
く
ら
い
か
と
い
う
乙
と
に
な
る
が
、
出
典
を
明
記
し
て
あ
る
図
書
寮
本
名
義
抄
・
法
部
前
半
の
僅
か
な
部
分
を
中
心
に
見
て
い

く
と
と
と
す
る
。

第
二
表
の
ご
と
く
、
図
書
寮
木
に
「
川
云
」
と
あ
り
、
一
回
一
週
異
記
に
関
連
の
あ
る
も
の
で
管
見
に
入
り
し
も
の
と
し
て
六
例
、
な
か
で
も
、
和
名
抄
と
表
記
の

一
致
し
な
い
も
の
に
「
タ
ノ
コ
ヒ
」
が
あ
る
が
1

｜
』
流
伝
す
る
う
ち
に
生
じ
た
表
記
の
違
い
で
あ
ろ
う
か
l
l

他
は
ほ
く
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
霊
異
記
中
巻
十
四
縁
の
「
錦
カ
ナ
マ
リ
」
で
あ
る
が
、乙
れ
は
和
名
抄
、
四
・
七
六
・
ウ
に
「
日
本
霊
異
記
云
加
奈
万
利
」
と
あ
り
、
新
撰
字
鏡
に

も
同
表
記
、
加
奈
万
利
、
現
存
本
霊
異
記
で
は
高
野
本
に
「
カ
ナ
マ
リ
」
と
あ
る
の
み
で
、
残
念
な
が
ら
他
本
に
は
と
の
部
が
存
し
な
い
。
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目
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＼
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／
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五
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五
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字
減
之

四
一

O
オ

須
曽

乃
一
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三
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比
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乃
古
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オ

布
久
路

五
一
六
オ

美
天
久
良

曽奈
一
四
七
六
ウ

利
一
加
奈
万
利

こ
れ
か
ら
想
像
で
き
得
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
倭
名
抄
編
纂
当
時
（
原
形
本
）
に
は
、

名

蒋故修語揚・野日陸
紡事復 平本詞
切云山抄子ム紀日
韻陵 案私

云漢云記
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良ヒ路と比と曽と之主波注｜抄
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名

義

「
加
奈
万
利
」
と
書
い
た
も
の
が
あ
っ
た
乙
と
。
更
に
は
、
現
存
の

中六上

カ
ナ
ア
リ
一
侃
ウ

ろ
う
か
。

高
野
本
よ
り
表
記
に
於
て
造
か
に
古
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
興
福
寺
本
系
の
一
本
に
は
万
葉
仮
名
で
斯
く
表
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

礼
記
注
云

異日

記本

霊
一
僧

一
五
一
ノ

と
の
乙
と
か
ら
も
高
野
本
は
必
ず
し
も
原
形
を
南
め
て
い
る
も
の
の
み
と
は
言
い
難
く
、
可
成
り
の
変
零
の
あ
る
と
と
が
諌
め
ら
れ
る
。

一
方
、
乙
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、
源
友
秀
が
寛
保
年
聞
に
記
し
た
高
野
本
糸
の
一
本
「
刺
現
報
善
悪
霊
異
記
」

遂
請
彼
書
騰
写
卒
業
按
和
名
紗
多
引
此
書
思
益
八
百
年
前
之
物
也
（O
印
は
筆
者
）

（
上
巻
欠
・
中
下
迭
の
み
）
の
後
記
に

通
じ
て
僅
か
二
例
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
を
継
い
で
偉
大
な
業
積
を
し
る
し
た
の
は
彼
の
建
注
和
名
類
衆
抄
に
於
け
る
械
斉
翁
で
あ
っ
た
。

と
記
せ
る
ほ
ど
和
名
抄
の
著
者
は
多
く
を
引
用
し
て
い
な
い
乙
と
で
あ
る
。
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
前
述
、
〔
銑
〕
に
加
う
る
に
、
下
巻
の
」
げ
即
ち
会
体
を



以
上
、
古
辞
書
と
の
比
較
対
校
表
を
通
し
て
得
ら
れ
た
も
の
は
、
さ
し
て
目
新
し
い
も
の
で
も
な
い
が
、
同
時
に
、
霊
異
記
に
付
さ
れ
た
順
釈
は
別
段
特
殊
な

も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
古
辞
書
に
見
出
せ
る
範
囲
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
源
順
に
よ
り
辛
じ
て
二
例
と
ど
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
興
福
寺
本
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
も
諸
論
あ
る
が
、
延
喜
四
年
書
写
本
を
後
に
そ
の
ま
ま
写
し
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
前
述
、
和
名
抄
に
説
く
と

乙
ろ
、
ま
た
、
後
述
の
論
及
か
ら
倭
名
抄
成
立
以
前
、
三
十
年
程
前
に
、
即
ち
、
延
喜
の
初
め
に
真
仮
名
で
付
し
た
訓
釈
が
あ
っ
た
乙
と
は
確
か
で
あ
る
し
、

質
的
に
も
誤
り
の
少
い
、
し
か
も
同
時
に
古
形
を
留
め
て
い
る
興
福
寺
本
に
は
真
仮
名
の
訓
釈
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
少

く
と
も
現
存
興
福
寺
本
は
、
延
喜
四
年
に
は
と
の
よ
う
形
を
な
し
、
更
に
は
そ
れ
以
前
に
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
た
乙
と
、
以
上
の
乙
と
か
ら
、
訓
釈
個
々
の
有

す
る
内
的
徴
証
は
奥
書
に
付
さ
れ
た
年
代
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
乙
の
場
合
、
高
野
本
と
真
福
寺
本
の
い
ず
れ
が
先
き
か
に
つ
い

て
は
即
断
を
許
さ
な
い
。

多
く
の
紙
面
を
費
し
た
が
、
現
存
資
料
で
は
乙
れ
以
上
の
論
文
は
最
早
不
可
能
で
あ
り
、
佐
藤
三
郎
氏
の
手
に
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
興
福
寺
本
を
加
え
て

い
ず
れ
が
景
戒
の
手
に
よ
り
、
ま
た
、
そ
う
で
な
い
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
し
か
し
、
傍
註
・
割
註
な
ど
の
形
を
と
っ
て
い
た
も
の
が
、
後
に
今
の
よ
う一 74-

以
て
し
て
も
、
氏
の
論
を
出
る
と
乙
ろ
僅
か
ば
か
り
の
例
証
を
除
き
、
根
本
的
な
意
味
に
於
て
の
も
の
が
見
出
せ
な
か
っ
た
乙
と
を
残
念
に
思
う
。

な
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
と
そ
の
奥
に
内
在
せ
る
共
通
性
、
ま
た
、
そ
う
で
な
い
も
の
、
そ
れ
ら
が
如
何
な
る
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
に
つ
い
て
今
後
と
も
考
察
の
目
を
む
け
て
い
き
た
い
。

日
本
霊
異
記
及
び
古
辞
書
に
関
す
る
訓
釈
に
つ
い
て
そ
の
一
端
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
両
者
は
極
め
て
少
数
な
が
ら
、
訓
解
困
難
な
も
の
を
相
補
っ
て

明
ら
か
に
し
た
点
も
所
々
み
ら
れ
る
。
上
代
文
献
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
は
古
辞
書
を
通
し
て
、
更
に
そ
れ
以
前
の
出
典
と
も
な
っ
た
漢
籍
へ
の
眼
が
む
け

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
と
同
時
に
国
書
に
付
さ
れ
た
訓
釈
の
研
究
は
、こ
れ
ら
の
辞
書
の
性
質
を
も
証
し
て
く
れ
る
も
の
と
も
な
ろ
う
。

「
名
義
抄
は
確
証
と
し
最
後
の
「
お
さ
へ
」
に
は
役
立
つ
が
、
名
義
抄
成
立
途
上
の
文
面
に
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
作
業

註
認

の
知
き
し
わ
ざ
を
自
ら
も
っ
て
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
か
れ
、
上
代
文
献
数
条
に
百
一
っ
て
、
問
題
と
な
る
語
を
挙
げ
、
更
に
漢
籍
の
出
典
に
遡
り
、

。
註
泊

「
遂
堕
＝
岐
淵
－
而
死
」
（
中
巻
）
は
諸
説
あ
る
が
、
唐
大
和
上
東
征
伝
、
文
選
に
そ
の
例
あ

小
島
憲
之
氏
は
乙
の
点
を
指
摘
さ
れ
、

そ
の
訓
解
を
た
Y

し
て
居
ら
れ
る
。
弟
国
起
原
説
話
の
一
条
、



り
、
「
サ
カ
シ
」
。
霊
異
記
下
二
三
尾
張
本
、
「
サ
カ
シ
キ
」
と
あ
る
。
崇
神
紀
、
四
年
「
章
」
は
尚
書
湯
詰
「
章
求
元
聖
」
の
孔
氏
伝
及
び
手
伝
に
「
章

也
」
、
霊
異
記
下
二
五
、
高
野
本
、
「
川
比
爾
」
と
あ
る
。
推
古
紀
十
六
年
、
「
車
、
被
合
霊
」
の
一
文
は
、
大
唐
国
使
の
も
た
ら
し
た
国
書
の
一
節
、
「
軍
」

（
オ
）
（
ヨ

A
）

を
ヲ
ヨ
ボ
シ
、
こ
れ
は
爾
君
、
「
流
軍
也
、
軍
、
延
也
欄
甥
延
」
（
郭
注
）
。
般
若
験
記
・
黒
板
本
、
「
軍
太
阿
反
、
？
？
」
と
あ
り
、
オ
ヨ
ヘ

リ
、
反
は
字
音
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
小
島
氏
の
論
述
に
そ
う
て
、
採
集
し
て
み
た
僅
か
な
例
か
ら
だ
け
で
も
、
霊
異
記
、
及
び
、
般
若
験
記
は
厳
密
に
漢
籍

遂

の
注
に
よ
っ
て
訓
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
古
い
文
献
を
み
る
と
き
、
そ
の
解
意
解
読
に
苦
し
む
乙
と
が
多
々
あ
る
。
か
か
る
和
漢
書
諸
訓
の
集

成
に
も
と
づ
い
て
成
っ
た
の
が
、
古
辞
書
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
典
拠
を
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
う
し
た
両
極
か
ら
の
探
究
に
よ
っ
て
隻
方
の
性
質
を
幾
分
な

り
と
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
（
傍
（
）
印
は
筆
者
）

註
－

註
2

「
日
本
霊
異
記
の
逸
文
は
果
し
て
偽
作
な
る
か
」
（
崎
町
国

J〈
学
時

ι
）

「
日
本
霊
異
記
訓
釈
の
研
究
（
同
組
一
一
議
…
鶏
」
）
佐
藤
三
郎
氏
説
引
用
す
。

O
械
斉
が
原
本
陀
手
を
加
え
て
い
る
例
、

食
国
久
爾
乎
師
シ
鮮
語
註
解
結
和
魂
。
）

O
重
複
す
る
も
の
を
街
と
し
て
削
っ
て
い
る
場
合
、
真
福
寺
本
下
巻
第
十
三

懐
哀
被
及
偶
－
恩
恵
円
リ
側
刊
紙
最
原
一
敏
肝
一
応
開
城
主
対
一
語
慎
一
傾
倒
鵠
被
断

と
あ
る
の
を
「
今
以
－
一
重
複
－
故
削
」
と
し
慢
、
被
、
冊
、
態
の
四
字
を
省
略
し
て
い
る
。

ま
た
。
真
福
寺
本
に
高
野
本
を
以
っ
て
増
補
し
て
い
る
点
、

下
巻
第
九
話

陸
棚
依
鵠
曲
周
一
m
m一
服
リ
抑
日
ロ
閥
岬
加
戟
開
業
’

P
沖
慨
桔
い
レ
母
一
艇
や
止
踏
蝿
一
加

の
う
ち
、
師
、
閥
、
抱
の
三
字
は
真
福
寺
本
に
は
な
く
高
野
本
民
依
る
も
の
。

も
と
富
岡
鉄
斉
翁
の
旧
蔵
本
で
高
野
山
金
剛
三
味
院
本
霊
異
記
を
彰
考
館
K
て
書
写
せ
る
も
の
を
荒
木
田
久
老
の
転
写
加
註
せ
る
も
の
の
写
し
で
あ
り
、
厚
椿
紙
、
上
巻

を
一
冊
と
し
、
中
下
二
巻
を
合
綴
し
て
一
冊
と
し
た
も
の
で
二
聞
と
も
渋
色
骨
表
紙
よ
り
な
る
。

彰
考
館
識
語
の
後
に

ヲ
グ
ラ
マ
リ

是
者
鈴
鹿
及
文
庫
爾
所
蔵
乃
書
爾
奈
毛
有
計
留
己
正
董
竜
州
虚
乃
写
世
留
本
乎
借
尺
再
比
写
終
奴
謬
誤
多
奈
礼
度
今
由
考
得
傍
支
多
度
支
無
礼
準
暫
其
醤
匁
循
比
波
閉
留
奈
利
正
支

書
乎
得
波
後
仁
改
奈
牟
止
云
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安
氷
二
年
十
一
月
度
会
神
主
正
董

寛
政
九
丁
巳
年
三
月
写
西
山
政
年

註
4

表
題
、
緑
筆
に
て
「
日
本
霊
異
記
」
と
あ
り
。

全
一
冊
。
彰
考
館
識
語
の
後
に
藍
筆
に
て
、
「
寛
政
七
年
乙
卯
七
月
以
宇
治
林
崎
文
庫
所
蔵
本
都
議
校
合
畢
大
平
」
と
あ
る
。
乙
の
大
平
は
本
居
大
平
の
乙
と
。
弟
子

K

「
霊
異
記
訓
註
字
類
」
を
著
わ
し
た
度
会
義
利
が
あ
る
。
猶
「
霊
異
記
訓
註
字
類
」
は
現
在
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
、
内
容
と
し
て
は
械
斉
校
本
金
底
本
と
し
た
分

類
字
書
で
、
奥
托
、

弘
化
三
年
十
二
月
廿
四
日
成
業

度
会
義
利

と
あ
る
。

註
5

＠
「
霊
異
記
異
本
校
合
」
。
楕
紙
。
全
八
四
葉
。
巻
末
、
彰
考
館
識
語
の
後
に
、

飛
騨
高
山
湯
津
香
木
園
蔵

乙
ζ

で
、
校
合
者
自
身
「
今
あ
は
せ
よ
み
考
る
所
の
本
は
高
野
本
、
真
福
寺
本
、
水
戸
本
、
予
の
も
た
る
古
本
文
古
本
二
つ
」
と
あ
る
よ
う
児
数
種
の
異
本
と
の
校
合
を

、
、

試
み
、
綴
込
み
の
一
文
で
は
「
比
書
」
を
評
し
て
「
あ
さ
ノ
＼
し
く
た
は
け
た
る
乙
と
の
み
志
る
し
：
：
：
中
略
：
：
：
只
ふ
る
事
を
と
る
に
い
と
用
あ
る
書
と
志
る
へ
し
。
」

ま
た
、
古
事
記
の
文
体
と
の
比
較
、
更
に
は
狩
谷
望
之
の
致
証
に
つ
い
て
、
「
い
と
／
＼
心
ゆ
か
ぬ
も
の
に
て
い
は
て
は
あ
る
ま
し
き
事
を
い
は
す
い
は
で
も
あ
る
べ
き

事
を
い
へ
る
い
と
多
く
て
大
方
古
言
を
と
く
に
用
な
し
．
人
の
国
の
さ
で
も
あ
る
べ
き
事
な
と
そ
の
古
書
に
注
す
る
に
情
言
を
と
か
で
は
な
に
に
か
は
せ
ん
そ
の
校
合
も
い

と
み
た
り
て
と
る
に
た
ら
す
き
れ
と
そ
の
人
も
と
よ
り
乙
〉
の
書
托
目
を
さ
ら
せ
る
学
者
な
ら
ね
は
あ
な
か
ち
に
と
か
む
へ
き
に
あ
ら
す
猶
本
文
を
み
て
志
り
給
へ
」

ま
た
、
「
今
校
注
す
る
所
も
は
ら
言
の
為
K
て
お
の
か
お
も
ふ
所
を
人
民
へ
つ
ら
は
す
物
す
れ
は
人
は
ま
た
あ
か
ぬ
物
と
み
る
ら
ん
も
は
か
り
か
た
け
れ
と
そζ
に
い
た

む
事
な
く
心
の
ま
〉
に
か
き
つ
く
る
に
な
ん
阿
部
本
居
の
翁
た
ち
の
注
き
く
は
い
と
め
で
た
く
あ
ろ
ま
ほ
し
：
：
：
下
略
：
：
：
」
な
ど
真
淵
、
宣
長
を
賞
讃
し
て
い
る
と
と

ろ
か
ら
、
校
合
者
は
彼
の
契
沖
翁
の
流
れ
を
汲
む
一
学
徒
で
も
あ
ろ
う
か
。
（
写
真1
参
照
）

＠
「
霊
異
記
校
本
全
」
。
厚
手
雁
皮
八
十
八
葉
よ
り
な
る
。
彰
考
館
識
語
の
後
民
、

高
孟
彪
校

坂
秋
斉
校

安
氷
四
年
歳
次
乙
未
冬
十
・
一
月
借
出

京
都
芙
蓉
先
生
所
蔵
之
本
写
之
者
也

従
同
年
間
十
二
月
五
日
至
翌
五
年
正
月
十
一
日
而
書
写
了
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1 真写

藤

マ

ロ

重

校

高

上
欄
注
に
は
、
「
水
母
子
云
」
「
美
陰
云
」
「
秋
斉
」
「
魚
臣
」
「
菅
云
」
ハ
菅
緒
の
乙
と
）
な
ど

と
あ
り
、
被
の
塙
保
己
一
、
多
田
義
俊
、
長
谷
菅
緒
等
の
説
が
う
か
が
え
る
。

。

「
材
現
報
善
悪
霊
異
記
」
と
左
上
、
題
簸

K
て
あ
り
。
上
巻
欠
中
下
巻
よ
り
な
る
。
契
沖
の
識
語
の

後
K

、
書
日
本
霊
異
記
後

日
本
霊
異
記
三
巻
予
旧
聞
其
名
而
末
見
其
書
一
日
瀞
於
伊
庭
種
美
之
宅
談
及
此
書
種
美
日
有
嘗
予
先

人
以
今
井
自
閑
翁
之
蔵
書
所
写
之
物
出
示
之
予
遂
誇
彼

書
騰
写
卒
業
按
和
名
紗
多
引
此
書
思
益
八
百

年
前
之
物
也
事
詳
干
釈
契
沖
之
語
今
不
警
千
此
云
寛
保
笑
亥
春
正
月
源
友
秀
撰

と
あ
り
。

ま
た
、
同
じ
く

、

無
窮
会
図
書
館
蔵
本
、
「
霊
異
記
見
要
」
｜
｜
識
語
な
ソ
＼
詳
し
く
は
分
ら
な
い

が
部
類
別
の
語
句
索
引
で

、

高
野
本
系
の
一
書
を
底
本
と
す
る
も
の
。
林
正
章
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と

本
書
は
伊
勢
の
足
代
弘
訓
な
る
人
の
編
録
せ
る
も
の
ー
ー
も
参
考
と
な
っ
た
。
（
写
真
2

・
3

参
照
）
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註
6

「
霊
異
記
補
閥
」

巻
末
花
、
「
文
化
十
三
年
二
月
湯
島
狩
谷
望
之
志」
全
体
忙
孜
証
K
あ
る
よ
り
は
梢
複
雑
な
も
の
で
械

斉
は
後
K
ζ
れ
を
整
理
し
て
と
り
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か

。
（
写
真
4

・
5

）
参
照

「
日
本
霊
異
記
残
本
」

本
書
に
は
「
浦
嶋
子
伝
」
「
続
浦
嶋
伝
」
「
洛
陽
田
楽
記
」
を
含
む
も
の
で
、
十
四
ォ
、
朱
忙
て

日
本
霊
異
記
尾
張
国
大
須
真
福
寺
蔵
古
紗
本
中
下
二
巻
高
野
本
所
逸
脱

巻
中

と
あ
る
。
奥
に

天
保
五
年
甲
午
四
月
五
白
書
写
畢
伴
直
方

乙
乙
托
は
中
巻
第
六
よ
り
下
巻
品
川
八
に
至
る
紗
話
が
の
せ
て
あ
る
が
、
中
巻
の
数
話
｜｜
第
二
四

雪
砕
け
。
第
二
五

、

二
六
監
蒜
日
l

の
乱
れ
を
除
い
て
は
亘
書
補
閥
」

「
日
本

霊
異
記
残
本
」
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
械
斉
本
を
手
に
す
る
機
会
は
充
分
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
乙
れ
ら
の
相
違
な
ど
か
ら
げ
直
方
は
直
接
真
福
寺
古
紗
本
と
高
野
本
と
の
対
校
を
試
み
た
も

註
7

2 真写



写真 3

写真 5 写真 4

- 78 -



の
と
思
わ
れ
る
。

「
国
語
国
文
昭
和
白
・
4
」
小
泉
道
氏
論
。

小
泉
道
氏
は
、
右
論
文
中
で
、
「
通
説
に
従
う
な
ら
ば
、
械
斉
は
孜
証
に
注
記
す
る
乙
と
な
く
か
な
り
底
本
を
改
め
た
こ
と
に
な
り
、
考
証
学
者
と
し
て
の
厳
密
さ
に
い

さ
さ
か
疑
問
を
抱
か
ず
に
は
お
け
な
い
」
一
と
言
及
し
て
お
ら
れ
る
が
果
し
て
ど
の
程
度
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
氏
は
そ
の
例
と
し
て
十
数
例
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
が
、

そ
の
な
か
に
は
、
改
訂
し
た
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
判
読
の
際
托
生
じ
た
異
同
と
み
ら
れ
る
も
の
が
少
く
な
い
。
い
ず
れ
と
も
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の
を

除
き
、
今
問
題
と
な
る
も
の
を
挙
げ
て
み
る
な
ら
、

ω
判
生
安
左
－
フ
カ
セ
爾
シ
テ
（
校
・
訓
〉

あ
き
ら
か
せ
爾
し
て
（
真
〉

あ
き
ら
ゐ
せ
、
仇
し
て
〈
忍
〉

あ
き
ら
か
に
し
天
（
古
）

註
8

註
9

4

笹

川w
刊
懇

悪
左
良
可
爾
之
旦

安
加
良
シ
比
天

安
加
良
し
ひ
て

川
円
四
一
濫

ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ク

ミ
タ
レ
カ
ハ
シ
ク

ミ
タ
ハ
カ
ハ
シ
ク

（
高
〉

（
校
・
訓
・
古
〉

（
真
・
忍
）

（
校
・
訓
）

（
吉
岡
）

（
真
・
忍
・
古
）
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（
校
・
械
斉
校
本
、
真
・
真
福
寺
本
、
忍
・
不
忍
文
庫
本
、
高
・
高
野
本
、
訓
・
霊
泉
記
訓
註
字
類
｜
｜
註
4

参
照
l
l

古
・
古
典
全
書
本
を
指
す
）
。
真
福
寺
本
は
不

氏
U

忍
文
庫
本
に
よ
っ
た
と
い
う
古
典
全
書
本
は
、
前
述
、
〔
判
生
〕
の
例
を
除
い
て
、
械
斉
校
本
托
一
致
す
る
ふ
の
で
あ
る
が
、
（
刊
濫
に
つ
い
て
は
、
校
本
と
同
訓
、
上
欄

注
K
、
底
本
・
ミ
タ
ハ
カ
ハ
シ
ク
と
あ
る
）
乙
乙
に
於
け
る
異
同
は
原
文
で
は
、
リ
、
レ
、
ハ
の
区
別
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
帥
に
つ
い
て
は
高
野
本

欠
文
と
い
う
乙
と
か
ら
、
械
斉
の
態
度
を
判
断
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
残
る
の
はω
の
事
実
で
あ
る
が
、
真
福
寺
本
、
不
忍
文
庫
本
の
〔
か
〕
〔
ゐ
〕
は
一
つ
に
考

え
ら
れ
る
に
し
て
も
、
他
三
本
の
異
同
は
ど
の
よ
う
に
解
し
得
ょ
う
か
。
械
斉
が
勝
手
に
書
き
改
め
た
に
し
て
も
、
不
忍
文
庫
、
実
は
乙
の
一
例
を
除
い
て
乙
と
と
と
く

械
斉
校
本
K

一
致
す
る
古
典
全
書
本
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
底
本
応
対
す
る
態
度
、
そ
の
他
の
異
本
な
ど
の
存
在
が
想
像
さ
れ
得
る
が
。

註
叩
「
註

2

」
に
同
じ
。

註
日
「
地
蔵
十
輪
元
慶
点
」



「
此
の
本
の
最
も
留
意
す
べ
き
点
は
傍
訓
の
仮
名
に
エ
（
ア
行
可
イ
一
（
ヤ
行
）
、
ヱ
（
ヲ
行
）
の
別
な
き
の
み
か
、
ア
ワ
ニ
行
の
オ
ヲ
を
・
き
へ
混
用
せ
る
こ
と
是
な
か
。

従
来
編
者
は
、
ェ
、
イ
一
の
混
じ
た
も
の
延
喜
以
前
広
絶
え
て
無
し
と
せ
る
所
な
る
に
想
は
ぎ
り
き
。
尚
四
五
十
年
前
な
る
元
慶
に
お
い
て
既
に
か
く
の
如
き
も
の
あ
ら

む
と
は
。
而
も
之
K
よ
り
て
此
の
時
代
一
般
は
K
ェ
、
イ
一
の
混
用
せ
り
と
は
速
断
す
べ
き
に
非
ず
。
普
通
に
は
分
別
せ
る
聞
に
稀
に
此
の
如
き
も
の
あ
り
し
の
み
。
」

註
ロ
「
国
語
音
韻
の
研
究
」
橋
本
進
士
口
著
、
（
三
十
一
頁
参
照
〉

註
日
「
国
語
音
韻
の
研
究
」
（
八
七
頁
参
照
〉

註
は
「
金
剛
般
若
経
讃
述
嘉
祥
点
」
（
細
語
鮮
）

註
日
「
古
訓
点
の
研
究
」
春
日
政
治
著
、

註
日
川
口
「
国
語
史
概
説
」

註
目
前
掲
索
引
、

ζ

乙
で
は
そ
の
一
部
を
示
す
に
と
ど
め
た
。

註
四
川
瀬
一
馬
氏
「
古
辞
書
の
研
究
」
に
拠
れ
ば
、
天
武
天
皇
十
一
年
、
境
部
連
石
積
等
が
勅
命
に
よ
り
撰
修
し
た
『
新
字
』
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
扶
書
、
詳
細
は
不
明
。

註
却
「
新
字
」
に
は
じ
ま
る
我
が
国
古
辞
書
に
ょ
せ
る
研
究
は
伴
信
友
翁
を
は
じ
め
、
榊
原
芳
野
、
新
井
白
石
、
伊
藤
東
涯
、
多
国
義
俊
、
生
涯
を
「
和
名
類
緊
抄
」
の
た
め

に
生
れ
て
き
た
と
ま
で
讃
え
ら
れ
て
い
る
狩
谷
被
斉
翁
、
現
存
せ
る
契
沖
門
下
生
に
よ
る
蓮
大
な
考
証
資
料
、
近
く
は
松
井
簡
治
、
山
田
孝
雄
、
諸
橋
轍
次
、
亀
田
次

郎
、
岡
田
慎
吾
、
岡
田
希
雄
の
諸
氏
、
ま
た
古
辞
書
百
絵
種
を
精
査
し
、
其
の
性
格
、
特
色
な
ど
に
及
び
劃
期
的
な
業
績
を
し
る
さ
れ
た
も
の
と
し
て
川
瀬
一
馬
氏
の

「
古
辞
書
の
研
究
」
（
講
談
社
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

霊
異
記
の
訓
釈
に
つ
い
て
も
そ
の
成
立
年
代
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
来
た
が
確
か
な
こ
と
は
解
ら
な
い
。
乙
れ
ら
に
つ
い
て
出
来
得
る
限
り
確
か
な

手
掛
り
を
掴
ん
で
お
く
た
め
に
も
「
秘
府
略
」
「
医
心
方
」
な
ど
を
は
じ
め
古
辞
書
の
知
識
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

平
安
初
期
に
現
れ
た
現
存
最
古
の
辞
書
、
空
海
所
編
の
「
箸
隷
万
象
名
義
」
〈
一
二
O
巻
）
、
次
い
で
菅
原
是
善
撰
述
の
「
東
宮
切
韻
」
、
そ
れ
に
相
前
後
し
て
初
め
て
国

訓
を
も
付
し
た
漢
字
辞
書
「
新
撰
字
鏡
」
（
十
二
巻
〉

l
l
l
僧
昌
住
が
昌
泰
年
中
（
八
九
八
｜
九

O
O
〉
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
｜
｜
乙
の
系
統
を
引
く
も
の
に
平
安
末
期
の
「
類
褒
名
義
抄
」
「
字
鏡
」
の
類
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
音
は
漢
字
で
注
し
て
あ
り
、
註
は
仮
名
を
主
と
し
た
も
の
で
、
一
層
日
本
化
さ
れ
て
い
る
。

a

平
安
も
深
ま
り
朱
雀
の
御
宇
陀
和
名
類
緊
抄
が
撰
進
さ
れ
、
平
安
も
終
り
に
近
い
治
承
の
頃
（
一
一
七
七
｜
一
一
八O
）
橘
忠
兼
が
編
纂
し
た
伊
呂
波
字
類
抄
が
現
れ

る
に
至
っ
た
。

和
名
抄
は
意
義
K
拠
っ
て
分
類
し
た
国
語
辞
書
と
し
て
完
本
の
現
存
す
る
我
が
国
最
古
の
’
も
の
で
あ
り
、
撰
述
年
代
に
つ
い
て
は
、
延
長
八
年
の
冬
よ
り
承
平
五
年
の

秋
K
至
る
数
年
間
の
作
で
恐
ら
く
は
承
平
初
年
K
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
前
掲
書
七
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
、
本
書
に
は
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
が
あ
り
、
前
者
は
、

被
斉
が
纂
注
に
際
し
て
用
い
た
も
の
で
、
後
者
は
そ
の
増
補
本
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

械
斉
は
筆
注
・
校
例
提
要
に
於
て
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是
書
従
来
有
二
両
種
4

一
則
十
巻
本
、
一
則
二
十
巻
本
、
其
二
十
巻
本
、
多
ニ
於
十
巻
本
－
者
、
時
令
、
楽
曲
、
湯
薬
、
官
職
、
国
郡
、
殿
舎
凡
六
部
、
時
令
一
部
、
註

注
金
鉄
、
楽
曲
湯
薬
、
倭
名
所
無
、
至
＝
官
職
国
郡
殿
舎
諸
名
門
自
是
皇
国
制
度
、
雛
レ
載
＝
訓
語
4
E
レ
云
エ
倭
名4
皆
書
中
所
レ
不
＝
応
予
有
、
日
本
書
倭
名
、
字
音
開
合
、

用
法
淘
為
＝
厳
整
「
而
官
職
国
郡
、
時
有
＝
出
路
刊
文
釈
顕
昭
、
仙
覚
、
卜
部
兼
、
氷
、
源
善
成
公
等
書
、
毎
引
ニ
証
是
書
「
至
＝
是
六
部

4

無
二
及
苧
之
、
則
決
知
コ
二
十

巻
本
之
非
エ
源
君
旧
本4
故
今
拠
－
一
十
巻
本
為
レ
定
、
然
類
緊
名
義
抄
、
伊
巴
波
字
類
抄
、
間
有
下
似
レ
拠
ニ
二
十
巻
本
－
者

h
文
本
朝
書
目
両
本
並
載
、
則
二
十
巻
本
、
亦

非
下
近
時
之
所
＝
費
附
－
者
主
｜
略
｜

斯
く
し
て
十
巻
本
は
二
十
四
部
百
二
十
八
類
に
対
し
て
二
十
巻
本
は
三
十
一
部
二
百
四
十
九
類
、
後
者
は
殊
托
固
有
名
詞
の
増
加
が
著
し
く
、
川
瀬
一
馬
氏
は
そ
の
増

補
年
代
は
、
保
元
か
ら
、
氷
高K
互
る
呑
薬
牢
業
類
と
の
関
係
か
ら
、
ま
た
後
の
色
葉
字
類
抄
の
成
立
過
程
と
の
関
連
を
考
え
る
時
、
源
平
時
代
の
初
め
頃
に
あ
た
る
の
で

は
な
い
か
〈
前
掲
書
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
霊
異
記
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
き
、
両
者
間
の
詳
細
な
る
考
証
は
必
要
で
は
な
く
、
増
補
部
分
に
つ
い
て
は
一

応
保
留
に
し
て
お
い
て
差
支
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

類
襲
名
義
抄
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
文
化
十
一
年
、
伴
信
友
に
は
じ
ま
り
、
岡
田
希
雄
氏
の
「
類
緊
名
義
抄
の
研
究
」
ま
た
、
観
智
院
本
の
披
璃
版
覆
製
本
に
付
さ
れ

た
山
田
孝
雄
博
士
の
解
説
、
類
緊
名
義
抄
（
風
間
書
房
）
巻
末
に
付
さ
れ
た
中
田
祝
夫
氏
の
解
説
な
ど
が
あ
る
が
、
川
瀬
一
馬
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
、
「
世
来
、
世

K
知

ら
れ
た
諸
本
は
す
べ
て
鎌
倉
初
期
頃
の
改
編
本
と
認
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
形
本
と
は
全
く
内
容
の
異
る
も
の
で
あ
る
事
」
（
浦
知
贈
）
と
説
か
れ
、
新
し
く
知
ら

れ
た
原
形
本
と
し
て
、
清
水
谷
家
旧
蔵
の
一
本
、
所
謂
図
書
寮
本
に
つ
い
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

本
書
は
異
称
と
し
て
「
三
宝
字
類
抄
」
「
三
宝
類
字
集
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
類
東
名
義
と
は
類
緊
漢
字
の
意
、
つ
ま
り
、
類
別
の
も
と
に
集
合
す
る
と
い
う

意
で
あ
り
、
源
順
の
「
倭
名
類
緊
抄
」
な
ど
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

観
智
院
本
類
緊
名
義
抄
は
、
全
十
一
冊
、
篇
目
並
び
に
全
篇
を
、
仏
法
僧
の
三
部
K
分
か
ち
、
仏
は
仏
上
、
仏
中
、
仏
下
本
、
仏
下
末
、
法
は
法
上
、
法
中
、
法
下
、

僧
は
僧
上
、
僧
中
、
僧
下
よ
り
成
っ
て
い
る
。
そ
の
他
民
、
高
山
寺
本
、
西
念
寺
本
、
蓮
成
本
、
司
法
隆
寺
蔵
篇
目
の
み
の
六
帖
字
書
篇
立
な
る
断
簡
な
ど
が
あ
る
が
、
大

き
く
は
、
図
書
寮
本
と
他
の
四
種
の
諸
本
と
に
分
類
出
来
、
我
が
国
古
辞
書
の
発
展
史
上
か
ら
も
極
め
て
重
要
意
義
を
指
示
し
て
い
る
。

ζ
ζ

で
は
諸
本
に
つ
い
て
の
論

及
は
さ
け
る
乙
と
と
し
て
、
倭
名
抄
と
の
関
連
か
ら
興
味
深
い
問
題
を
包
有
包
有
し
て
い
る
図
書
寮
本
を
一
眺
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

ζ

れ
は
去
る
昭
和
二
十
五
年
図
書
寮
か
ら
破
璃
覆
刻
さ
れ
た
も
の
で
、
「
法
部
」
前
半
の
残
閥
一
帖
の
み
、
料
紙
は
厚
手
楕
斐
混
漉
紙
、
縦
二
七
・
七
糎
一
六
・
七
糎

の
粘
帖
装
、
平
安
末
か
ら
、
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
書
写
本
、
巻
首K
「
類
緊
名
義
抄
法
」
と
題
し
て
あ
る
。
本
書
は
漢
字
並
びK
漢
語
を
篇
自
に
よ
っ
て
類
棄
し
音

義
、
和
訓
を
注
し
た
も
の
。
乙
乙
で
他
本
に
見
ら
れ
な
い
注
目
す
べ
き
点
は
、
注
記
に
は
悉
く
出
典
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
和
訓
の
記
載
に
あ
た
っ
て
は
万
葉
仮
名
、
ま
た
は
片
仮
名
を
以
っ
て
し
、
「
万
葉
仮
名
使
用
の
場
合
は
大
概
諸
本
か
ら
の
転
載
が
多
く
、
編
者
自
身
が
諸
訓
点

本
に
よ
っ
て
訓
を
加
へ
る
場
合
は
多
く
片
仮
名
を
使
用
し
て
お
り
」
、
一
方
、
篇
目
は
蓮
成
院
本
の
法
上
の
篇
自
に
一
致
し
て
い
る
。
現
字
部
首
以
外
花
注
記
さ
れ
た
部
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首
篇
目
も
悉
く
が
観
智
院
本
に
見
出
さ
れ
た
も
の
の
み
で
あ
る
。

前
述
の
C
と
く
、
出
典
名
を
明
記
し
て
い
る
乙
と
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
が
、

日
杯
一
階
上
音
木
、
応
云
漕
髪
自
称
、
然
日
洗
手
日
間
皿
、
洗
頭
日
赤
、
洗
身
日
俗
、
洗
足
日
洗
蹴
也
、
玉
云
治
也
、
ュ
ル
ス
、
ア
ム
詩
カ
シ
ラ
ア
ラ
フ
集
下
順
云
音
欲
也
、
応
云
洗
身
日
浴
、
ユ
ア
ム

記
カ
ハ
ア
ム
（
略
符
は
活
字
に
訂
す
）

右
の
よ
う
に
音
を
示
め
し
、
用
例
、
出
典
、
最
後
に
万
葉
仮
名
、
ま
た
は
片
仮
名
で
和
訓
、
時
に
は
和
音
を
注
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
く
の
和
漢
書
を
そ
の
出
典
と
し
て

掲
げ
て
い
る
が
、
所
々
に
散
見
す
る
、
「
類
緊
抄
」
「
川
云
」
「
順
云
」
と
あ
る
の
は
「
和
名
類
緊
抄
」
よ
り
の
引
用
で
あ
り
、
本
書
の
最
も
重
要
な
典
拠
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

本
書
は
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
書
写
で
あ
る
が
、
そ
の
撰
述
年
代
は
、
季
綱
切
韻
を
引
い
て
い
る
と
乙
ろ
か
ら
、
そ
れ
以
後
で
あ
る
乙
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
が
、
「
恐
ら
く
は
色
葉
字
類
抄
原
形
本
の
出
現
よ
り
以
前
で
あ
ろ
う
」
（
羽
地
一
時
）
と
さ
れ
て
お
り
、
季
綱
切
韻
か
と
思
わ
れ
る
切
韻
書
陀
片
仮
名
の
附
訓
が
若
干

見
え
て
い
る
乙
と
、
そ
れ
以
前
は
真
仮
名
を
主
と
し
、
片
仮
名
は
用
い
て
い
な
い
点
、
先
行
書
の
引
周
囲
訓
は
真
仮
名
を
主
と
し
、
編
者
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の

が
片
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
ζ

と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
あ
り
、
ζ

れ
ら
を
通
じ
て
発
展
の
程
度
が
窺
わ
れ
よ
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
観
智
院
本
と
比
較
す
る
時
、
同
一
系
統
本
と
見
る
に
は
あ
ま
り
に
著
し
い
相
違
が
あ
り
、
同
名
異
書
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
乙
れ
に
つ

い
て
は
、
先
学
諸
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
乙
ろ
で
も
あ
り
、
乙
乙
で
は
、
「
そ
の
平
易
化
、
通
俗
化
の
態
度
は
、
字
鏡
（
世
尊
寺
本
字
鏡
・
鎌
倉
時
代
初
期
の
も
の
〉

よ
り
も
深
ま
っ
て
い
る
か
ら
同
書
よ
り
も
後
出
の
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
改
編
陀
当
つ
て
は
そ
れ
等
、
字
鏡
の
類
を
参
考
に
用
い
た
と
思
は
れ
る
」
（
諭
均
一
贈
）
。
号
、

観
智
院
本
は
後
出
の
も
の
で
あ
り
、
猶
、
両
者
聞
に
み
ら
れ
る
共
通
な
誤
写
形
式
な
ど
か
ら
想
像
さ
れ
る
親
近
性
な
ど
か
ら
し
て
、
改
編
前
の
一
草
稿
の
姿
を
留
め
て
い

る
も
の
と
し
て
本
書
の
位
置
づ
け
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。
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色
葉
字
類
抄
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
本
は
、
十
巻
本
で
あ
る
が
、
そ
の
原
形
は
三
巻
本
で
、
更
に
そ
れ
以
前
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
は
二
巻
本
で
あ
る
。

二
巻
本
は
長
寛
の
頃
の
成
立
と
さ
れ
、
氷
棟
八
年
の
写
本
が
前
田
家
に
存
し
、
そ
れ
を
増
補
し
た
も
の
、
治
承
の
頃K
成
っ
た
の
が
三
巻
本
。
十
巻
本
は
鎌
倉
時
代
増

補
の
も
の
ら
し
く
、
徳
川
の
初
期
、
今
井
似
閑
が
学
界
に
紹
介
し
て
か
ら
流
布
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

乙
で
、
三
巻
本
尊
経
閣
文
庫
養
和
頃
の
写
本
を
一
見
し
て
み
る
と
、
序
に

色
葉
字
類
抄
序

テ
サ
ト
ル
シ
ヤ
ア
ク
ス
ス
ヘ
テ
ス
ノ

日
叙
漢
｜
｜
家
以
音
悟
与
高
本
朝
就
訓
詳
ν
言
而
文
｜
字
且
l

千
訓
解
非
レ
一
今
・
揚
色
業
之
一
字
為
詞l
保
之
初
言
凡
四
十
七
篇
分
為
両
巻
矯
中
動
部
為ν
令
見
者
不

ヲ
キ
ヌ
ヘ

U
カ
習

労
昨
也
字
下
付
訓
為
令
愚
者
可
指
掌
也
但
外
人
不
レ
見
見
而
可
咲
以
授
家
童
欲
無
市
開
於
脱
漏
字
後
｜
｜
人
補
レ
之
云
合

巻
末
に



註
幻

註
n

註
幻

養治安承寿仁永長応永平保文仁文ヲて
末日承元安応安万寛俣歴治元寿平安養
一四二四二三一二二一一三二三六一

自
天
養
比
至
千
治
承
品
川
余
年
補
綴
走
際

部
類
如
旧
更
加
星
点
枇
謬
艦
多
愚
昧

難
直
学
者
毎
見
可
摺
改
之
抑
跳
貢
士
有
成

人
道
調
字
少
々
加
朱
点
為
要
文
不
迷
也

件
人
文
学
李
檀
之
風
忽
入
桑
門
之
月
稽

古
有
勤
其
説
不
信
哉
の
為
後
見
之
不
審

組
所
注
付
也
内
膳
典
購
橘
忠
兼
撰

『
前
田
家
蔵
尊
経
閤
本
J

r
複
製
本
に
よ
る
」

の
C
と
く
上
に
天
養
よ
り
治
承
を
経
、
一
養
和
K
至
る
年
紀
を
列
挙
し
て
あ
る
。

前
に
戻
っ
て
、
川
瀬
氏
が
新
し
て
発
見
さ
れ
た
古
紗
本
（
氏
蔵
本
）
、
鎌
倉
中
期
を
降
ら
ぬ
頃
の
書
写
本
に
は
諸
社
寺
、
国
郡
、
姓
氏
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
原
形
本

は
天
養
噴
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
約
二
十
年
を
経
た
長
寛
頃
に
は
姓
氏
を
除
く
諸
部
が
加
え
ら
れ
、
更
に
三
巻
本
比
於
て
は
そ
れ
も
加
え
ら
れ
る

K

至
っ
た
。
ζ

の
増
補
に
は
前
述
倭
名
抄
の
そ
れ
が
影
響
を
及
し
た
と
と
は
考
え
得
ら
れ
る
も
の
で
、
斯
く
推
定
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
「
二
十
巻
本
の
増
補
は
天
養
か
ら
天

ヘ
前
掲
書

J。

寛
噴
ま
で
の
二
十
年
間
の
事
と
な
り
、
増
補
年
代
の
限
定
は
か
な
り
確
実
性
を
帯
ぴ
て
く
る
」
（
二

δ

頁
）

「
玉
茎
房
内
経
云
玉
茎
楊
氏
漢
語
抄
云
毘
日
本
霊
異
記
云
紀
伊
国
伊
都
郡
有
二
凶
人
－
不
レ
信
乙
二
宝
－
死
時
蟻
看
＝
其
間
乙

「
国
語
国
文
」
第
二
十
八
巻
第
八
号
（
「
よ
む
」
乙
と
）
。

宣
長
が
「
峻
は
波
と
誤
れ
る
か
：
：
：
峻
と
は
、
山
な
ど
に
と
そ
い
へ
、
淵
に
は
い
ふ
べ
き
托
非
ず
」
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和
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抄

二
・
四
十
五
・
オ
〉

（
古
事
記
伝
〉
｜
｜
註
幻
同
論
文
中
よ
り
｜
｜


